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　第8回家；この冒頭職に関する関心の低さが取り上げられている。大変耳が痛い。お肉は安い特売日に買い込み冷凍保存し、20時30分から惣菜が安くなるので、近くのヨークに買いに走るからだ。また、お菓子作りに励む。本を読んでいて該当しっぱなしだ。また、家族というテーマに切り替わると津上先生に講義で海外における家族体系を学んで、各国によって家族という体系を社会の情勢に併せながら変化してきているという点に納得した。

　第9回受苦；飛行機と新幹線（暴走族）の話これはゼミ中話されていましたが「受益圏」「受苦圏」この話で大切なのは地域コミュニティのあり方である。救済策としてはすばらしく住民の意思を最大限尊重していたにもかかわらず、居住環境は以前より悪くなり問題を社会化、政治化する手だてをうしなってしまったことだ。問題化されたときに受苦圏の自治会で保障内容について話し合いの機会が必要であった。

第10回倫理；この章では倫理を「自分たちの生き方そのものを問いかける知恵」としてダイオキシン汚染騒動中にいたOさんをとりあげて、Oさんの自分たちの生き方そのものを問いかける知恵を見る。この問題でOさんのとったオプションは真実を伝えることであった。ここでのモラル・プロテストはOさんの過去をさかのぼることで紐解くことができる。Oさんはオプションを迫られたときに過去を軸に考えた。おそらく、タブーを選ぶ人は未来の想像を軸に考える。過去を考えることによって未来、自分がまっとうする責任を果たしている。タブーを犯していたらダイオキシンの含まれる作物を販売され加害者になる可能性がある。そして、ダイオキシンの測定を依頼するという形で責任を全うした。我々が生きる悪夢の選択が迫りくるときに道徳的な価値含まれる判断は私たちに可能性ある生き方を見出そうとしている。

第11法；先住民にとって「大地」こそが、法概念、霊的世界観だという。本当に力強いシンプルである。ジミーじーさんの生きている世界ならでは世界観だ。文明が高度に入り混じる世界ではこのシンプルで力強い「大地」をコンクリートで埋め尽くしてしまっている。

贈与交換は共同体の外部で取引されている。資本主義の原理は異なる共同体の間の存在する信仰、価値観の違い（価値体系の差異差異）を媒介として生み出される。歴史の魔術により高度複雑な世界に陥った我々の世界観から地域化＝ローカルな歴史をアボリジニや吉里吉里人は提示しているようだ。

　第12回生；国家のための死個々では戦争の話がでてきてこの時代は天皇制（君主制？？）であった。ある種洗脳に近い国家体制は本書でも言われているとうり自殺率を下げる一因になりえただろう。小学校のころ「はだしのゲン」というマンガを読んだ。このなかで町内会が竹やりの指導を行い、個人の命でさえも天皇のために存在するという時代背景に当時読みながら驚くことばかりであった。

自殺は社会が決めるものであると言い切れる。それは日本は先進国であるからだ。前近代の社会ではムラ社会といった小さなコミュニティが生活の基本単位であり、ある個人の一生はそのコミュニティに内包されるような世界であった。しかし、戦後工業国として発展を遂げるにつれて（脱農村社会へ）、プライバシーの概念が注目される。ローカルな領域はますます「個」化された指摘世界のなかへと閉塞されつつある。そんな中「うつ病」という病気が世の中に幅広く浸透して日本は、自殺大国となっていったと考えられる。都市生活において儀礼的無関心は必要不可欠であるが、完全な無関心になっているのが今の日本の現状ではないだろうか。
